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授賞した５人と八代亜紀さん

【写真提供：東陽支所さま】

経験豊富な西校長と学生のやりとり（写真左）、オンライン始業式のようす（写真右）

オンラインを併用した学校評価委員会

■令和４年度の在籍者の内訳

【写真提供：東陽支所さま】

坂より上地区でのおもてなし

【写真提供：東陽支所さま】

氷
川
中
１
年

清
永
愛
未
さ
ん
作

対話を重視、経験豊富な教師陣で安心感♪
２年目を迎えたやまと高等学校、9名から92名に！

黒田蓮奈さんが大賞受賞
第１８回八代亜紀絵画コンクール

同校は、2012年３月に閉校した県立

蘇陽高校を2019年４月にエネルギー

プロダクト株式会社（本社は東京）が

県から購入。2021年８月に山都町が

同校の設置を認可して開校した、民

間経営の学校である。

◆３つの学舎と３つのコース

同校には本校とは別に、オンライン

上はもちろん、熊本市、福岡市、鹿児

島市に「そよ風学舎」という通学して学

ぶ学習拠点を置いている。

また、一般的に高校卒業を目指す

ベーシックコース、プロスポーツ選手

３月３日、画家としても活躍している

八代亜紀さんにちなんだ第１８回八代

亜紀絵画コンクールの表彰式が、八

代市のお祭りでんでん館であった。

事前に選ばれた「八代亜紀賞」５点

から、八代さん自身が東陽中3年の黒

田蓮奈さんの作品を大賞に選び、表

彰した。

今回は「自分たちの住んでいるま

ち」がテーマで、大賞の作品は東陽定

住センター前の重見橋と水辺の風景

が描かれている。黒田さんは、「橋の

形がきれいで目立つところにあるので、

東陽町のシンボルだと思った。頑張っ

て描いたので大賞に選ばれてうれし

い」と喜びを語っていた。

春の東陽＆五木を満喫
ライダーズミーティングin東陽

2022年４月に開校した広域通信制の「やまと高等学校」の学校評価委員会が、３月２０日

に山都町の本校で開催され委員として参加した。これは同校の西泰弘校長が、弊店の「ま

ちの課題解決・探究コース」の顧問であるというご縁によるもの。 同委員会での内容に加

え、多様な高等教育を目指す西校長への個別の質問を含めてレポートする。

【学校評価委員会委員長：岩本剛】 娘が生き生きとしている！不登校の保

護者から相談を受けたので、自宅に

はパンフレットを常備している」との話

があった。

これに対し西校長は、「学生や学習

内容の運営・管理を行うG社の無料

ツールで、トラブルが発生してしまった。

次年度には、独自システムを開発する

予定である」と語った。

★高校受験の強～い味方
熊日では、中３クラブを毎月発行し

ており、私立高校の入試問題、県立
高校の入試予想問題のほか、進学の
アドバイスなど盛りだくさん。

ご希望の方は、熊日宮原販売セン
ター（62-3868）へお申込み下さい。弊
店に冊子が到着後、各ご家庭へお届
けいたします。

３月４日、東陽ブランド化推進協議

会が主催するライダーズミーティングi

n東陽が道の駅「東陽」で開催され、

多くのバイク愛好家やサイクリストなど

が参加した。

オープニングイベントでは石匠太鼓

やくまモンが会場を盛り上げ、生姜や

デコポンなどを題材としたクイズで特

産品のPRを行った。

また、道の駅「東陽」から道の駅「五

木」までの道のりでは、観光スポットな

どに立ち寄るデジタルスタンプラリー

を実施。立ち寄りポイントの１つである

坂より上公民館では、ヤマメの塩焼き

の無料提供や熊本県立大学の学生

による特産品を使ったカフェが開かれ、

訪れたライダーらをもてなした。

熊　本 26 50

福　岡 9 17

鹿児島 10 19

大　分 5 10

佐　賀 2 4

計 52 100

県別在籍者（単位：人、％）

熊本校 8 15

福岡校 10 19

鹿児島校 6 12

リモート校 7 14

本校のみ 21 40

計 52 100

そよ風学舎別在籍者（単位：人、％）

をめざしながら学業との両立を目指す

クエストコース、大学進学を目指すア

ドバンスコースがある。

開校時の学生数は９名だったが、１

２月までに月平均で７人程度が転入。

３月に５名が卒業。４月の新入・転入

生が４３名で９２名となる。今年度の目

標は、１５５名らしい。

◆スペシャリスト揃いで個別対応も

通信制高校でも心のケアなどが不可

欠であるため、ベテランの養護の専門

職を雇用。また、熊本市内の有名進

学校からの転入生も含め進学希望者

が多いので、経験と実績を踏まえた教

師を雇用し、外国人講師も含め個別

対応も行っている。

ユニークだったのは、３泊４日の修学

旅行で、旅行代理店に依頼せず教師

が手配してことで、経費が大幅に抑え

られた。

◆学習状況管理のシステム開発を

評価委員でもあるPTA会長からは、

「レポート提出のトラブルがあったが、

◆対話と教師の幅広い経験
４月１５日、西校長のミニ講演会で来店の

折、大学入試改革や学習指導要領の改訂

に伴う取り組み等について話を聞いた。

【岩】教師の人員不足や人材不足等により、

改革や改訂に対して十分対応できていな

い学校が少なくないような気がしているが。

【西】転入生は楽しくないという理由で来る

ことが多く、当校では総合選抜型入試は利

用できないと思っている親子もいた。通信

制だからと言って進学に不利はない。教育

現場では、従来のセンター試験から抜け切

らず、指導がフィットしていないのかもしれ

ない。

【岩】改めて貴校の特徴は？

【西】まず対話を重視し、会話から学生の関

心事を探っている。事例を挙げると、森の

仕組みに関心のある学生２人を菊池渓谷

に連れて行き、観察から始めた。短時間に

専門家が使う図鑑も使いこなすようになっ

た。行く前とは明らかに意欲が変わり、勉強

にも良い影響を与えた。

もう一つは、簿記の図書を読んでいた学

生。解説してもあまり理解できなかったため、

弊社の発電所の経営（元を取る年月、耐用

■生徒・保護者アンケート（抜粋）

①入学を選んだ理由

・優秀な先生と広域（他県）に居住する生徒

と学ぶことができる

・入学前に数校の見学や説明を聞き、最も

熱心だった教師陣の人柄にひかれた

・公立学校より自由に生活できる

②入学後の効果や感想など

・先生方に恵まれ、多様な生徒と接すること

でしっかりとしてきたように思う

・わからない内容等で、自習や質問が積極

的にできていない気がする。先生方から声

かけで、学舎を有効に活用して欲しい（子ど

もの性格にもより難しい面もあるが）

・少しずつ体調が良くなってきている

・いま自分に必要なことは何なのかなど、新

しいことに気付くことができた

③学校経営や教育サービスに対する不安

・入学前は会社が経営？と不安に思ったが、

入学後の教育サービスは全く問題ない

・デジタル化が進んでいて少し難しいところ

もあるが、慣れていきたい

・不安は特になく、入学目的をご理解いた

だき、しっかりと指導していただきたい

年数など）について学んでもらった。やるこ

とを前提で学ぶと、モチベーションが上がる

と思う。

【岩】１２人に１人が通信制の高校で学んで

いる時代だが、教師の手腕次第？

【西】進学希望者ばかりではなく多様な学

生がいるが、教師の幅広い経験が必要だと

思う。また、学生は自学自習が基本だが、

対話を多くし、受け皿も多様な方が良い。

【岩】当方にもアドバイスをいただいている

表現力の向上については？

【西】一斉指導では難しく、１対１が理想。実

験結果をまとめるなど、現場を通して伝え

方を考え実践することが重要だと思う。

【西泰弘氏プロフィール】元県教育センター

及び県教委高校教育課指導主事、元文部

科学省中央教育審議会委員。県教委を早

期退職後、日本農業経営大学の設立メン

バー、鎮西高校教頭補佐などを経て現職。

「高等学校学習指導要領の展開総則編」な

ど、高校教育専門書を多数執筆。



　

48個のぎろのぼりを6人で製作（写真左）、プロジェクト参加24店舗に5人で設置（写真右）

（左）交流競技会でサッカーボール投げに出場する長女さん、（右）ピックルボール

取材を終えて、もっこすファイヤーと♪

Sami Eluさんの自作楽器

ファーストペンギンになる(45)
「ぎろっちょのぼり」を24店舗に設置♪

～ぎろっちょ縁道プロジェクト第二弾～
僕の趣味は音楽。初期投資やレッスン代

は掛かるけど、楽器はちゃんとメンテナンス

すれば、半永久的に使える。余興によし、

脳トレによし、心身のリフレッシュにもよし。

このようなメリットがあることを考えると、趣味

としてのコスパは高いと言える。

◆ワシントン条約

だが、「環境」の観点で楽器を見ると必ず

しも良いことばかりでない。例えば、弦楽器

の高級な弓には「ブラジルボク」というブラ

ジル産の堅い木が使われているが、昨年、

その木が「絶滅の危機にある」ということで、

ワシントン条約（希少な野生動植物の国際

的な取引を規制する条約）で、規制の強化

が議論されたほどだ。

環境団体に身を置きながら、恥ずかしな

がら「ブラジルボク」の事はつい２～３ヵ月ま

で知らなかった。「自分のバイオリンももし

や」と考えると、多少の罪悪感を禁じ得ない。

◆和太鼓に外国の木！？

東京・浅草の老舗太鼓屋「宮本卯之助商

店」が、「東京西部の山で採れたスギを使っ

て太鼓を製作した」と聞き、先月、仕事で社

長さんにインタビューをした。皆、「えっ、和

太鼓だから、日本の木を使うのが普通じゃ

ないの？」と思うだろう。

ところが、「国内林業の衰退」「日本で大き

な木が採れなくなった」「コスト削減」などの

【彩の国から～人と地球のための新・幸福論⑫】
「楽器と環境問題」

～鈴嶋克太（子ども記者OB）～

理由で、社長さん曰く「多くの太鼓屋は、外

国の木材、時にはアフリカの希少な木をわ

ざわざ輸入することもある」らしい。

◆エコな楽器を自作！？

「どんな楽器にも多少の環境負荷は付き

物。やはり、一番エコなのは声楽（＝自分の

「体」が楽器）」ということか、、、。ところが世

の中には、完全オリジナルで、リサイクル材

を使って楽器を自作する人がいるという。

４月８日、pixiechord（ピクシーコード）という、

オリジナルの楽器を演奏するSami Eluさん

（在日アメリカ人）のコンサートに行った。廃

材を使って自作した楽器で、椅子のクッショ

ンから机にいたるまで、全てに手作り感が溢

れていた。見た目は粗野だが、鍵盤、ハー

プ、ドラムが融合したスタイルで、映画音楽

のようにドラマチックな演奏。Youtube上の動

画は、必見の価値あり！

いわっちょの面白写真
～しかまみれで奈良へ～

国内外からの観光客の回復を

見込み、多くの人に奈良を訪れ

てもらおうと近鉄が企画したなら

しかトレイン。床は公園芝生、

座席や吊革まで鹿まみれ(笑)

でより可能性が広がったな！と強く感じた。

石像とのコラボの仕方やアイデアの幅が広

がり、今後の活動にも行かせるだろう。

設置については、４月１６日の午後から５

名で３時間かかった。作業工程には竹の固

定や紙粘土でぐらつきを抑えるなどいくつ

かあり、みんなが自分の役割を考えながら

行った。

今回初めて針金での固定を上手く行う方

法を学んだり、悪戦苦闘したりしたが、少な

からず知恵も付いたと思う。課題は、十分な

下準備と作業効率を上げることだ。

作業を進める中で、お店の方と話をする

機会があった。前回のひな飾りの反応を聞

くと、「可愛くて、石像が目立つ」など、とて

も好評だったそうだ。地域の方との交流は

まだ少ないが、これから活動を通じて様々

な人と関わり、まちの活性化へ向けて少し

でも貢献したいと思っている。

なお、４月７日にはTKUの「かたらんね」か

ら取材を受け、１７日に放映された。

【八代清流高校２年：稲本美聖】

ボイシでの滞在も９ヶ月目に入りました。

６月に帰国予定で、少しずつ帰国モードに

なってきています。岩本さんのお誘いで始

めたボイジ記事も、今月を含め残り２回を

予定しています。どうぞよろしくお願いし

ます。今回はスポーツの春！４月について

お伝えします。

日本にいるときは、スポーツと言えば秋

をイメージしていましたが、ボイシでは春

がスポーツの始めどき。２月末頃から子ど

もたちが習う野球やサッカークラブの募

集が始まり、夏前まで活動しています。

期間限定なので気になる競技を気軽に

始めることができ、色々な競技を幅広く

経験することを重視していることを感じ

ます。

さて、我が家も長女が４月限定の小学

校陸上部に所属し，週３回の練習と近隣の

小学校との交流競技会に参加しています。

また、私自身もピックルボールというアメ

リカ発祥のラケット競技を習い始めました。

ピックルボールはバドミントンコートとほ

ぼ同じ大きさのコートの中で、専用のラ

ケット（パドル）でプラスチックボールを打

ち合うスポーツです。コートが狭いためテ

ニスプレーほど走り回ることはなく、卓球

よりもボールが大きいためパドルに当たり

やすいという、いいとこ取りの競技。

日本ではまだまだできる場所が少ない

のですが、コートはテニスコートと併用で

きるので、広まるときっと楽しめるだろう

なと思います。

アイダホ州にて、新生活⑦
スポーツの春♪

～横道圭恵（氷川町早尾出身）～
【クールジョワ ツツイ】
「家族みんなで来れる」、そんな美容院を

皆さんはご存知ですか。老若男女問わず、

幅広い層に愛されるお店です。ゆっくり話

すスペースもあり、遊びに来る人も多数いる

そうです。

また、車などでの移動が困難になってしま

う高齢者の方々などにも来てもらいやすい

ように、送迎も行っているそうです。お店の

方もとても優しく、明るく、店全体が明るい

素敵なお店です。予約が必要です。皆さん、

ぜひ行ってみてください。

・営業時間：8：00〜19：00(受付)

・住所：氷川町宮原栄久15−１

・予約方法：電話(0965−62−3118)

ぎろっ子、お店めぐり②
～ぎろっちょ縁道PJ参加店紹介～

ぎろっちょ縁道プロジェクトの事務局である

「まちの課題解決・探究コース」のメンバーが、

プロジェクト参加店を訪問し、毎月２店舗を

紹介する新コーナー♪

【四宮商会】
上下水道工事や土木工事、水道設備な

ど、なくてはならない大事なお仕事、有限

会社 四宮商会です。誠実に仕事に向き合

うことを心がけ、お困りごとを解決されてきま

した。

トイレやお風呂、キッチンなどのお困りごと

などございませんか？ぜひ、相談してみて

ください。お店の方も優しく話を聞いてくだ

さいます。困ったを笑顔に変える素敵なお

仕事です。ぜひ、ご連絡ください。

・営業時間：8：00〜17：00

・住所：八代郡氷川町宮原677番地4

・予約方法：電話(0965−62−2490)

ぎろっちょひな飾りに続く第二弾として、３

月から試行錯誤しながら作った「ぎろっちょ

のぼり」。素材は２種類のアルミ缶とフェルト

生地、そして市販の風車だ。４月８日の第８

回ぎろっちょ縁道プロジェクト実行委員会

での議論を踏まえ、色を赤と青をメインに変

更。私たち事務局の６人が、同日から２日

間の合宿で完成させた。

ぎろっちょのぼりの製作を通して、これま


